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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
本
が
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
協
力
す
る
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
本
が
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
協
力
す
る
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
世
界
で
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
平
和
維
持
活
動
に
つ
い
て
は
、
国
際
連
合
の
公
表
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
八
年
十

一
月
時
点
で
、
中
東
に
お
い
て
国
際
連
合
休
戦
監
視
機
構
が
、
イ
ン
ド
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
お
い
て
国

際
連
合
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
軍
事
監
視
団
が
、
キ
プ
ロ
ス
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
キ
プ
ロ
ス
平
和
維
持
隊
が
、
ゴ
ラ

ン
高
原
に
お
い
て
国
際
連
合
兵
力
引
き
離
し
監
視
隊
が
、レ
バ
ノ
ン
共
和
国
南
部
に
お
い
て
国
際
連
合
レ
バ
ノ
ン
暫
定
隊
が
、

西
サ
ハ
ラ
に
お
い
て
国
際
連
合
西
サ
ハ
ラ
住
民
投
票
監
視
団
が
、
コ
ソ
ボ
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
コ
ソ
ボ
暫
定
行
政
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
、
リ
ベ
リ
ア
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
リ
ベ
リ
ア
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
共
和
国
に
お
い

て
国
際
連
合
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
活
動
が
、
ハ
イ
チ
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
ダ
ル
フ

ー
ル
地
方
に
お
い
て
ダ
ル
フ
ー
ル
国
際
連
合
・
ア
フ
リ
カ
連
合
合
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
い
て
国
際

連
合
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
ア
ビ
エ
地
域
に
お
い
て
国
際
連
合
ア
ビ
エ
暫
定
治
安
部
隊
が
、
南
ス
ー

一



ダ
ン
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
が
、
マ
リ
共

和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
マ
リ
多
面
的
統
合
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
い
て
国
際
連
合
中
央
ア

フ
リ
カ
多
面
的
統
合
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
世
界
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
う
ち
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
際
連
合
平
和
維

持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

現
在
、
我
が
国
が
要
員
を
派
遣
し
て
い
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
み
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
世
界
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
う
ち
」
及
び
「
何
ら
か
の
形
で
関
与
を
し
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か

で
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
憲
法
及
び
法
の
枠
内
で
、
我
が
国
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能

な
分
野
で
あ
る
か
ど
う
か
等
の
観
点
か
ら
、
現
地
調
査
の
結
果
や
国
際
連
合
の
意
向
も
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と

二



と
な
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
及
び
七
に
つ
い
て

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
我
が
国
の
要
員
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
国
際
連
合
か
ら
我
が
国
に
対
し
要
請
が
あ
り
、
我
が
国
と
し

て
も
、
憲
法
及
び
法
の
枠
内
で
、
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
一
層
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
に
当
た
り
、
国
際
連
合
に

よ
る
国
際
平
和
の
た
め
の
努
力
に
対
し
人
的
な
協
力
を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
要
請
に
応
分
の
協
力
を
行
う

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

国
際
連
合
の
公
表
に
よ
れ
ば
、
中
華
人
民
共
和
国
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
時
点
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
個
人
警
察
要
員

十
二
名
、
軍
事
専
門
家
要
員
三
名
及
び
部
隊
要
員
千
五
十
一
名
を
派
遣
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
は
、
貿
易
、
投
資
及
び
消
費
の
拡
大
を
軸
に
近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
一
方
、

依
然
と
し
て
深
刻
な
開
発
課
題
等
を
抱
え
る
国
々
も
存
在
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
で
、
ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
我
が
国
と
ア

フ
リ
カ
の
双
方
の
更
な
る
発
展
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
我
が
国
と
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
強
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ

三



る
。ま

た
、
政
府
と
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
含
め
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を
同
じ

く
す
る
多
く
の
国
々
と
協
力
し
て
、
当
該
改
革
の
実
現
に
向
け
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四


